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育すう期の発育の重要性について

　

鶏群の平均体重や個体ごとの体重のばらつきにつ
いては、育種会社が示す指標値を目安として、鶏群の
平均体重が指標値を下回らないように管理します。
体重が大きくなりすぎた場合には、成分の低い飼料
への切り替えを早める調整をします。万一、体重が指
標値を下回って推移した場合には、成分の高い飼料
の給与期間を長くし、成分の低い飼料への切り替え
を遅らせることによって調整します。

育すう期を終えた直後の18週齢時点の採卵鶏を、
体重がかなり大きい鶏群（１区）、大きい鶏群（２区）、
標準の鶏群（３区）、小さい鶏群（４区）の４つにグルー
プ分けした後、同じ飼育環境下で同じ飼料を給与し、
その後の産卵成績を調査しました。標準の鶏群（3区）
が「コマーシャル鶏飼養管理ガイド ジュリア（第9版）」
に記載の水準と同等となるように設定しました。
その結果、18～47週齢までの産卵成績を見ると、
体重が大きい鶏群ほど卵の産み始めが早く、産卵率、

卵重ともに高まる傾向でした（表１）。体重が小さい４
区は、産卵量が低く、特に他の区と比べて産卵率が大
幅に低い結果となりました。以上のことから、体重が
育種会社の指標値を大きく下回る鶏群は、その後の
産卵成績が優れないことが示されました。
継続して、更に47～61週齢の産卵成績を追って
いったところ、体重がかなり大きい鶏群（１区）では、
飼料摂取量が他の区と比べて明らかに増加し、平均
卵重も高まり、飼料要求率も悪化する傾向となりまし
た（表２）。
47～61週齢における卵のサイズ別の比率をグラ

フ化したところ（図１）、体重がかなり大きい鶏群（１
区）では、Lサイズ付近の卵が最も多くなった一方で、
小さい鶏群（４区）ではMS～Mサイズ付近が最も多
くなりました。

比較的大玉の需要が高い昨今では、影響が少ない
かもしれませんが、MS～Mサイズの卵価が最も高い
状況下では、産卵初期の体重を大きくしすぎると、卵
が大きくなりすぎて卵の単価が下がることや、農場に
おいて卵が割れやすくなることなどにより農場収益が
低下することが懸念されます。
以上のことから、産卵後半における卵のサイズも考
慮した場合、産卵初期の体重が小さすぎるだけでな
く、大きすぎる場合にも農場の経営にとって好ましく
ないと考えられます。産み始めの体重は育種会社が
示す体重指標と同等かそれよりやや大きいくらいに
留めることがその後の産卵にとって重要になります。

育すう期における鶏群の発育状況や個体ごと
の体重のバラつきは、季節や鶏舎構造、飼料栄
養、光線管理等、さまざまな要因に左右され、そ
の後の産卵成績にも影響を及ぼします。今回は
育すう期における体重コントロールのポイント
について、データとあわせて紹介します。

育すう期の体重コントロール

産み始めの体重とその後の産卵成績について

農場経営に適した体重指標
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スムーズな離乳のための
哺乳豚管理ポイント

　

分娩舎における子豚の栄養源は母乳のみとなりま
す。母乳は子豚の発育に適した栄養が豊富で、子豚を
感染症から守る抗体を含みます。そのため、分娩舎に
おける母豚の栄養状態を適切に管理し、泌乳量の確
保を行うことが重要とされています。しかし、分娩舎で
母乳のみ摂取し、人工乳を食べることに慣れていない
子豚は、離乳の際に飼料の形状が大きく変化すること
で摂食が一時的に止まり、発育に影響を与えることに
なります。
この離乳ショックを軽減するためには、分娩舎にお
いて哺乳子豚に餌付け用人工乳を給与することで、
人工乳に慣れさせることが重要です。餌付け用人工
乳に慣れさせるためには、分娩房の保温マットなどの
上に餌付け用人工乳をまいたりします。保温マット
は、ずれやすいため定期的に分娩舎の見回りを行い、
正しい位置に設置し直すことも必要です。保温マット

は床面から上昇してくる冷たい空気を遮断する役割
も担っているので、定位置にあるかその都度確認をし
てください。

　もともと自然環境下では、水が豊富にある環境で生
息していた豚にとって、多くの水を飲むことは健康維
持に欠かせません。母乳を摂取している子豚にとって
も水は重要な栄養素の１つであり、特に乳房炎などで
母乳の量が低下している腹では、ウォーターカップな
どの給水器具から水を飲むことは子豚の脱水を防ぐ
上で重要となります。また、分娩舎で餌付け用人工乳
を食べるためには母乳以外の給水が欠かせません。
分娩舎で給水器の使い方を覚えることは離乳後の飲
水行動につながり、離乳ショックを低減させることが
できます。
　給水器から飲水を行う子豚は、早い個体で分娩初
日から現れます。子豚に水を飲んでもらうためには、分
娩前から給水器に水を張っておき、給水器に水がある
ことを認識させることが重要です。更に、適切な水の流
量を確保するために母豚用ピッカー同様、定期的な給
水器の点検・清掃も心がけるようにしましょう。

離乳は、幼齢の子豚にとって非常に大きな環境
の変化です。この離乳時のストレス（以下、離乳
ショック）を和らげることは、農場の成績向上に
つながります。今回は、離乳ショックを軽減する
ために必要な分娩舎における餌付け用人工乳
と水の管理について紹介します。

餌付け用人工乳の管理

水の管理

養豚研究室

写真. ゴムマットにまいた餌付け用人工乳

表1．1分間あたりの推奨流量と飲水量

哺乳子豚

体重6～10kg

体重10～40kg

体重40kg以降

妊娠豚

授乳豚

0.6

0.6

1.6

1.5

2.0

2.0

0.5～1.5

1.0～1.5

2.5～5.0

5.0～10.0

10.0～15.0

15.0～25.0

流量（ℓ/分） 飲水量（ℓ/日）

表1．産卵成績（18～47週齢） 図１．47～61週齢における卵のサイズ別の比率

※1区：標準+241g/羽, 2区：+64g/羽, 4区：-202g/羽

１区
２区
３区
４区

特大
大
標準
小

18週齢
体重※

135.7
138.8
142.4
147.3

初産日齢
（日）

86.5
85.2
84.4
78.3

産卵率
（％）

59.8
58.7
57.7
56.3

平均卵重
（ｇ/個）

51.7
50.0
48.7
44.1

103.2
99.9
94.1
88.6

産卵量
（ｇ/日）

飼料摂取量
（ｇ/日/羽）

1.93
2.00
1.87
1.94

飼料要求率

表2．産卵成績（47～61週齢）

※1区：標準+241g/羽, 2区：+64g/羽, 4区：-202g/羽

（Lewis et al., 2001）

１区
２区
３区
４区

特大
大
標準
小

18週齢
体重※

87.5
85.9
84.7
82.4

産卵率
（％）

66.7
63.8
62.5
60.2

平均卵重
（ｇ/個）

58.4
54.8
52.9
49.6

117.2
107.7
102.8
97.5

産卵量
（ｇ/日）

飼料摂取量
（ｇ/日/羽）

2.01
1.96
1.94
1.97

飼料要求率
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表2．各ステージの給水器の推奨位置

哺乳子豚

6～10kg

10～40kg

40kg以降

妊娠豚

授乳豚

ウォーターカップ式

ウォーターカップ式

ニップル式

ニップル式

ニップル式

ニップル式

10cm

10cm

25～30cm

50～75cm

70～90cm

70～90cm

給水器 高さ

（Swine Nutrition, 2001）
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